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泉田栄一先生，鈴木利贋先生，碓井光明先生，奥脇直也先生の四先生は，今
年度，めでたく古稀をお迎えになられました。明治大学法科大学院の教職員を
代表して，心よりお祝い申し上げます。また，四先生の明治大学法科大学院に
対する長期にわたる多大なご貢献に対し，心より感謝申し上げます。
四先生は，明治大学法科大学院を担う中心メンバーであり，現在もお元気に
多大なご活躍をされている先生方を失うことは，定年制のルールがある以上や
むを得ないことでありますが，明治大学法科大学院にとって大きな損失であり，
非常に残念な気持ちもあり，複雑な気持ちです。
泉田栄一先生は， 2002年4月，新潟大学法学部・新潟大学大学院現代社会
文化研究科から，明治大学法学部・明治大学大学院法学研究科に赴任され，
2004年4月からは，本学法科大学院には設立の当初から奉職されておられま
す。泉田先生は， 20年余り富山大学のご奉職を経て，新潟大学に赴任された
後，明治大学法学部・法科大学院における商法講座の中心メンバーとしてご活
躍されました。泉問先生の研究対象は，その業績目録が示すように，一人会社
法を含む「会社法J全体を中心に，株式会社会計法，商法総則・商行為法，手
形・小切手法を含む有価証券法など商法のほぼ全領域に及び，また，比較法の
検討法域としては，フランス法，スイス法，ベルギー法，イタリア法， ドイツ
法，イギリス法，アメリカ法，ペルーを中心とするラテン・アメリカ諸国など
鷲くべきほど多数の法域に及んでいます。また，泉rn先生は，法科大学院にお
いては，長年にわたり，人事関係常置委員会・教育等関係常置委員会の「商法」
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の委員としてご活躍されましたが，教育の面では，学生に寄り添うきめ細かな
教育として定評があります。
鈴木利慶先生は，約30年の弁護士経験を経て， 2004年4月，本学法科大学
院の設立の当初から，展開・先端科目の「医事法」の現当者として奉職されま
した。鈴木先生は，本学法科大学院の看板である，医事法，ジェンダー法など
の「専門法曹」の養成教育，修了後の「継続教育」の中心メンバーとして，文
字どおり八面六管の活躍脅されてきました。鈴木先生は， NHKテレビのプロ
フェショナルで取り上げられたことでも有名ですが，医療事故訴訟・薬害訴訟
の第一線でのご活躍にとどまらず，社会的活動記録が示すように，東京都医療
安全推進協議会委員など各積の委員会委員，医事法学会理事などの学会活動，
患者の権利オンブ、ズマン全国連絡会共同代表などの凶体役員などでも多彩なご
活躍をされています。鈴木先生を慕って入学する院生も多く，また，先生の
「患者の基本的人権の擁護」と「社会的正義の実現」の熱い使命感と，確かな
法律的知識に裏打ちされた情熱・企画実行力は，多くの院生・修了生に影響を
与え，本法科大学院出身の医事法法曹が多数巣立ち，現在では，中堅弁護士し
て活躍している者もいます。
碓井光明先生は， 2008年4月，東京大学大学院法学政治学研究科・法学部
から本学法科大学院に赴任されてこられました。碓井先生は，横浜国立大学を
経て， 1991年から，東京大学・大学院において約 20年にわたって奉職されま
した。先生は，行政法，とりわけ，租税法・財政法のわが国の第一人者として
定評がありますが，本学赴任後においても，その主要業績目録が示すように，
社会保障財政法，行政契約，都市行政法，行政不服審査機関の研究に関する多
くの御著書と，行政法，租税法，財政法に関する多数の御論文を公刊されてい
ます。碓井先生は，明治大学法科大学院においては，長年にわたり，行政法講
座の中心メンバーとしてご活躍されましたが，これに加え，教育等関係常置委
員会の「行政法」の委員，人事関係常置委員会委員としてもご活躍されました
が，特に，前・河内法科大学院長の下で，教育等関係常置委員会委員長として
その重責を担われました。礁井先生は，教育の商においても，学生に寄り添う
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きめ細かな教育を行う先生として院生から定評があります。
奥脇直也先生は， 2010年4月，東京大学大学院法学政治学研究科から本学
法科大学院に赴任されてこられました。奥脇先生は，立教大学・東京工業大学・
立教大学を経て， 2000年から，東京大学大学院に奉職されました。先生のご
専門は，国際法ですが，文字どおり国際法の第一人者として，長年にわたり，
困際法学会の理事・理事長や，国際法協会の理事・会長代行・副会長を歴任さ
れており，政府の国際法に関する各種の委員も歴任されています。また，業績
目録が示すように，最近のご研究対象は，海洋法に関する近時の多様な諸問題
(海底通信ケーブル，外国政府所有船舶による資源探査活動，海洋権益の保護，
公海上の管轄権の競合，排他的経済水域の有効管理，捕鯨裁判，国連海洋法条
約における協力義務など)に及んでいます。奥脇先生は，明治大学法科大学院
においては，長年にわたって，教務等常置委員会委員としてご活躍されました。
奥脇先生は，教育の面においても，熱心にポイントを押さえた指導を行う先生
として定評があり，凶際法受験者の奥脇先生の指導に対する信頼は絶大でした。
泉田栄一先生，鈴木利慶先生，碓井光明先生，奥脇直也先生におかれまして
は，今後もご健康に留意され，四先生のさらなるご健勝・ご発展をお祈り申し
上げますと共に，明治大学法科大学院に対する変わらぬサポートをどうぞ宜し
くお願いいたします。
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